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§1.転移点の圧力効果と強誘電体の型の間に関連があるか
第 1図さこ強誘電体とその周辺物質のCurie点 Tc(非強誘電体に対しては最高の相
転移温度)の静水圧 pに対する変化率 (dTc/dp)p=O を示すoこの図から強誘電体
の型と(dTc/dp)p=O の値の間に何らかの相関が見出されるであろうか｡言いかえ
れば Curie点の圧力効果は強誘電性の機構を反映しているだろうか｡ perovskite型
結晶に限れば zone-centersoftphononの凍結に対しては (dTc/dp)fF O は負,
zone-boundarysoftphononの凍結に対しては正であるといえる.KDP型強誘電
体は例外なく(dT｡/dp)｡=｡<0であるo典型的な間接型強誘電体が属する









ない定数とすれば,静水圧 pの効果は常誘電 Curie温度を-(CQ/27T)･p だけ変
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相転移 とは直接関係な いが,これらの塩のR一皿相転移の一次転移性が消 失 す る臨界点
は,固体の相転移では Ceの α-γ転移14)がほとんど唯一の例でなる liquid一gas
型臨界点である可能性があり,比較的近い圧力で実現することと共に興 味深 い ｡
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(NH4､)2 SO4 性 異 常





ることは,前から云われて居 り,中村等の分類では, ACSや DSPと同 じグループ Ⅱ
に属 している｡硫安が improper であることを最初に指摘 したのは小林であろう｡た
だし,我々は硫安を improper という意味でとりあげたのではなく,一般に結晶学的
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